
マスタープラン・
ガイドライン

公表

総合解析方針・
予備解析結果

公表

次期基礎調査開始

総合解析方針作成

（解析方針部会）

マスタープラン作成
（計画部会）

予備解析結果の検討
（10月31日）

• 予備解析結果
• 解析枠組み・考え方
の最終整理

③

両部会共通事項検討
（基本方針検討会）

各部会案の
検討・承認
（2月）

2023（R5）年度

本年度（2022年度）のスケジュール

総合解析開始

❷ ❸
調査計画の検討
（8月22日）

• 調査項目・優先度
• 調査方法・体制／調査
精度

調査成果の活用の検討
（11～12月）

• データマネジメント
• とりまとめ方針
（中間評価／最終とりまとめ）

解析に必要なデータ収集

予備解析実施

（4～8月）

総合解析方針案

マスタープラン案

Ⅱ

※各会議の番号は過
年度からの通算回数

ガイドライン作成
（ＷＧ）

座長打合せ
（8月1日）

座長打合せ
（1ヶ月前頃）

座長打合せ
（1ヶ月前頃）

座長打合せ
（1ヶ月前頃）

計画部会は２回開催。調査計画、調査成果の活用等を検討し、次期基礎調査のマスタープラン（基本設計）を作成する。
マスタープラン別添の「自然環境調査等に係る生物多様性情報の整備と発信のガイドライン」は、ＷＧによる検討、専門家ヒ
アリング等により作成する。
解析方針部会は１回開催。予備解析の実施結果を踏まえて総合解析の枠組みや考え方を整理し、総合解析方針を作成する。
基本方針検討会は１回開催。マスタープランとガイドライン、総合解析方針の各案について検討・承認を得る。

ⅰ：専門家
打合せ

（5月19日）

ⅱ：骨子案の検討
（6月17日）

ⅱ：素案の検討
（9～10月）

素案の作成

ⅲ：エキスパート
チェック

• WGメンバー3名

ⅳ：専門家ヒアリング
• 他分野から見た素
案の記述内容

• 運用上の留意点
（専門家3名）

ガイド
ライン案

専門家ヒアリング
（5～6月）

• 生物多様性情報の
基盤整備・運営

合同ヒアリング
（5～6月）

• 植生図の更新に関
する意見交換
（専門家3名）

別添として作成

オープンな形で情報
共有・説明（既存の
公開の場等を活用）

相互情報共有
解析に必要な調査精度／データ

ギャップ／アウトプットの考え方／
データのオープン化のあり方 等

資料１


